
中部電力株式会社 

事象：共通 

浜岡３号炉－共通－2 

タイトル 
日常劣化管理事象における保全管理の実施に係る社内文書及び社内実施体制に

ついて 

説明 

 

日常劣化管理事象における保全管理の実施にあたり，主な社内文書及び体系

を以下に示す。また，保全管理に係る体制を添付資料２－１に示す。 

 

・「原子力品質保証規程」 

当社原子力発電所に関する安全文化醸成活動及び品質保証活動の基本的事

項について定めている。 

・「品質保証計画書」 

原子力品質保証規程に基づき，浜岡原子力発電所に係る品質マネジメント

システムについて定めている。 

・「保守管理指針（運転）」 

原子力発電施設の安全及び電力の安定供給を確保するために保守管理の具

体的事項について定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 添付資料２－１ 保全管理体制 

 

 

以上  

 

 

原子力品質保証規程 

品質保証計画書 

保守管理指針（運転） 



添付資料２－１ 

 

保全管理体制 

 

 

 

●：日常劣化管理事象における保全管理の実施部署 

 

 

安 全 品 質  
保 証 部  

  
●品質保証グループ     

    
原子力安全グループ     

    
●検査管理課     

      
                          

総 務 部  
  

経理課     
      

発電用原子炉主任技術者 
 

危 機 管 理  

部  

  
総括管理課    

電気主任技術者 
   

●防災課    
ボイラー・タービン主任技術者 

   
●核物質防護課    

        

 
 
発 電 所 長  

    

発 電 部  

  
●運転管理課       

      
●定検保安課      

原子力発電所保安運営審議会  
   

●発電指令課長    
      
  

プ ラ ン ト  

運 営 部  

  
●プラント管理課     

    
●原子燃料課     

    
●放射線管理課     

    
●システム管理グループ     

      
     

●保守管理課     
     

●設備保全課   
     

●改良工事グループ   

保 修 部  

  
    

●原子炉課     
    

●タービン課      
     

●電気課      
     

●計測課      
      
  

土 木 建 築  

部  

  
●土木課     

    
●建築課     

      
  

廃 止 措 置  

部  

  廃止措置計画課     
    

廃止措置工事課     

    
●廃棄物管理課    

      
  

●原子力研修センター   
      



中部電力株式会社 

事象：共通 

浜岡３号炉－共通－3 

タイトル 日常劣化管理事象における劣化傾向の把握について 

説明 

 

日常劣化管理事象について，劣化の傾向を把握するための実施状況（点検手

入れ前データの取得状況，状態監視状況等）は以下のとおり。 

 

＜点検手入れ前後データの取得＞ 

 分解・開放点検を伴う点検を実施する機器について，点検手入れ前後のデー

タを取得している。 

・機械設備関係：ポンプ，弁，機械設備（ディーゼル機関等）等 

・電源設備関係：ポンプモータ（電動機）等 

 

＜状態監視＞ 

 設備の状態を定量的または定性的に把握するために，以下の状態監視技術を

導入している。 

 ・振動診断 （回転機器） 

・潤滑油診断（回転機器，タービンの軸受油等） 

・サーモ診断（回転機器，電源設備，送変電設備等） 

  

＜巡視点検（運転パラメータ確認等を含む）＞ 

 設備の状態を適切に監視・確認するための巡視点検を実施している。 

 

 実施状況について，至近の結果を添付資料３－１に示す。 

 

 

添付資料３－１ 保全の有効性評価記録（保全計画） 

 

 

以上  







中部電力株式会社 

事象：共通 

浜岡３号炉－共通－4 

 

タイトル 冷温停止状態維持において，進展しない経年劣化事象について 

説明 

 

以下のいずれかを要因とする経年劣化事象は，冷温停止状態を維持する場合

にあっては，その要因が存在しないことから，劣化は進展しないと想定してい

る。 

 

① プラントの起動・停止時に伴う熱過渡 

② プラントの運転時の高温度環境 

③ プラントの運転に伴い発生する中性子照射 

④ プラントの運転時の流体温度，流速環境 

 

具体的な経年劣化事象は添付資料４－１のとおり。 

 

 

 添付資料４－１ 冷温停止状態で進展しない経年劣化事象一覧 



冷温停止状態で進展しない経年劣化事象一覧
添付資料４－１

経年劣化事象 劣化要因分類
技術評価書
（分冊）

機器 部位

ポンプ 原子炉冷却材再循環ポンプ ケーシング

原子炉圧力容器

上鏡，下鏡，胴板，主フランジ（上蓋フランジ，胴体フラン
ジ），ノズル，セーフエンド，貫通部シール，閉止フランジ，制
御棒駆動機構ハウジング，炉内核計装ハウジング，制御棒
貫通孔スタブチューブ，スタッドボルト，支持スカート

原子炉格納容器 ベント管ベローズ

主蒸気(タービンへ)配管貫通部（ベ
ローズ式配管貫通部）

ベローズ

原子炉冷却材再循環系配管 配管

給水系配管 配管

FDW注入原子炉元弁 弁箱

PLRポンプ出口弁 弁箱

PLRポンプ入口弁 弁箱

FDW第１隔離弁 弁箱

FDW第２隔離弁 弁箱

炉内構造物 炉内構造物 炉心シュラウド，シュラウドサポート

中性子照射脆化 ③ 容器 原子炉圧力容器 胴板

ポンプ 原子炉冷却材再循環ポンプ 羽根車，ライナーリング，水中軸受，ケーシング

PLRポンプ出口弁 弁箱，弁ふた，弁体

PLRポンプ入口弁 弁箱，弁ふた，弁体

容器 原子炉圧力容器
制御棒駆動機構ハウジング，炉内核計装ハウジング，制御
棒貫通孔スタブチューブ，差圧計装・ほう酸水注入ノズル

炉内構造物 炉内構造物
炉心シュラウド，シュラウドサポート，上部格子板，炉心スプ
レイ配管・スパージャ，ジェットポンプ

炉内構造物 炉内構造物
炉心シュラウド，上部格子板，炉心支持板，燃料支持金
具，制御棒案内管

機械設備
制御棒
（ボロンカーバイド粉末型制御棒）

制御材被覆管，シ－ス，タイロッド，ピン，上部ハンドル

流れ加速型腐食
（FAC）

④ 容器 原子炉圧力容器 主蒸気ノズル

炉内構造物 炉内構造物
炉心シュラウド，上部格子板，炉心支持板，中央燃料支持
金具，周辺燃料支持金具，制御棒案内管

機械設備
制御棒
（ボロンカーバイド粉末型制御棒）

制御材被覆管，シ－ス，タイロッド，ピン，上部ハンドル

容器

配管

弁

弁

中性子照射による
靱性低下

①

②

③

③

低サイクル疲労割れ

熱時効

照射誘起型
応力腐食割れ

粒界型
応力腐食割れ

②



中部電力株式会社 

事象：共通 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－1 

 

 

タイトル 

 

建築・土木関係設備（鉄骨構造物を含む）に係わる保全管理の文書体系及び

実施要領について 

 

 

 

 

説明 

 

建築・土木関係設備（鉄骨構造物を含む）に係わる保全管理の文書体系は以

下のとおりです。また，保全管理の実施要領は点検計画(建築編)(運転)及び点検

計画(土木編)(運転)に記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

品質保証計画書 

保守管理指針（運転） 

点検計画（建築編）（運転） 

（本店） 

（浜岡） 

原子力品質保証規程 

点検計画（土木編）（運転） 



中部電力株式会社 

事象：共通 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－2 

 

 

タイトル 

 

対象構造物の選定方法について 

 

 

 

 

説明 

 

対象構造物は，「発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査

指針（1990年 8月 30日原子力安全委員会決定）」におけるＰＳ－１，２及びＭＳ

－１，２に該当する構造物又は該当する機器・構造物を支持する構造物及び重要度

分類指針における高温・高圧の環境下にあるＰＳ－３，ＭＳ－３の機器を支持する

構造物のうち，冷温停止時に必要な構造物としています。 

 対象構造物の抽出方法を添付資料２－１に示し，抽出された対象構造物を添付資

料２－２に示します。 

 

添付資料２－１ 高経年化技術評価フロー 

添付資料２－２ 対象構造物の選定 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高経年化技術評価フロー                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期保守管理方針の策定 

 添付資料２－１ 

＜評価対象機器をグループ化＞ 

＜グループ内の代表を選定＞ 

（代表機器） 

構造（型式），使用環

境，材料等の条件 

重要度，使用条件，

容量等 

評価対象外 

（燃料集合体等） 

プラント内の機器・構造物（*1） 

＜高経年化対策上着目すべき経年劣化事象の抽出＞ 

＜経年劣化事象の評価＞ 

・技術評価（*5） 

(健全性評価＋現状保全 

→ 総合評価) 

・高経年化への対応（*6） 

＜代表機器以外の機器への展開＞ 

・経年劣化事象の抽出 

・経年劣化事象の評価 

＜耐震安全性評価＞ 

・経年劣化を考慮した評価 

・保全対策に反映すべき項目の抽出 

＜その他の設備の高経

年化対応事項の抽出＞ 

別紙－1 

Yes 

Yes 
Yes 

No 

No No 

*1：重要度分類審査指針で定義される機器

（クラス１，２，３） 

*2：PS-1,2 MS-1,2 

*3：最高使用温度が 95℃を超え，又は最高使

用圧力が1,900 kPaを超える機器で原子

炉格納容器外にあるもの 

*4：冷温停止の維持に必要な設備，保安規定

遵守に必要な設備，発電所の維持運営に

必要な設備をいう。 

*5：系統レベルの機能確認を含む 

*6：高経年化対応としての保全のあり方，技

術開発課題を検討する。 

高温高圧の機
器か？(*3) 

機器単位で長期
にわたり使用す

るか？ 

安全上重要な
機器か？(*2) 

 

冷温停止の維持に

必要な設備か？

（*4） 

冷温停止の維持に

必要な設備か？
（*4） 

Yes 

No 
今回は評価を実施しない 

Yes 

No 

浜岡原子力発電所３号炉 高経年化技術評価書 Ｐ３０ 



対象構造物の選定                                

表 1-1(1/3) 対象構造物の選定 

安全重要度分類審査指針等に定める要求機能 クラス 主要設備 対象構造物 

原子炉冷却材圧力バウンダリ機能 PS-1 原子炉圧力容器 

原子炉冷却材再循環ポンプ 

制御棒駆動機構ハウジング 

炉内核計装ハウジング 

給水系 

原子炉冷却材再循環系 

余熱除去系 

低圧炉心スプレイ系 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉冷却材浄化系 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

過剰反応度の印加防止機能 PS-1 制御棒カップリング 

制御棒駆動機構カップリング 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

炉心形状の維持機能 PS-1 炉心シュラウド 

燃料集合体 

シュラウドサポート 

上部格子板 

炉心支持板 

燃料支持金具 

制御棒案内管 

制御棒駆動機構ハウジング 

チャンネルボックス 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉の緊急停止機能 MS-1 制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒案内管 

制御棒駆動水圧系 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

未臨界維持機能 MS-1 制御棒 

制御棒カップリング 

制御棒駆動機構カップリング 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動機構ハウジング 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

 
添
付
資
料
２
－
２

 

浜岡原子力発電所３号機 コンクリート構造物及び鉄骨構造物の技術評価書 Ｐ２～４ 



対象構造物の選定                                

表 1-1(2/3) 対象構造物の選定 

安全重要度分類審査指針等に定める要求機能 クラス 主要設備 対象構造物 

原子炉停止後の除熱機能 MS-1 余熱除去系 原子炉建屋 

炉心冷却機能 MS-1 低圧炉心スプレイ系 

高圧炉心スプレイ系 

余熱除去系 

原子炉建屋 

原子炉建屋，復水タンク基礎 

原子炉建屋 

放射性物質の閉じ込め機能 

放射線の遮へい及び放出低減機能 

MS-1 原子炉建屋 

余熱除去系 

非常用ガス処理系 

可燃性ガス濃度制御系 

遮へい設備 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋，排気筒，NRW/B連絡ダクト 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

工学的安全施設及び原子炉停止系への作動信号の

発生機能 

MS-1 安全保護系 原子炉建屋,補助建屋 

安全上特に重要な関連機能 MS-1 非常用所内電源系 

中央制御室及び中央制御室遮へい 

中央制御室非常用換気空調系 

原子炉機器冷却水系 

原子炉機器冷却海水系 

 

高圧炉心スプレイ機器冷却水系 

高圧炉心スプレイ機器冷却海水系 

 

直流電源系 

計測制御電源系 

原子炉建屋  

補助建屋 

補助建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋，原子炉機器冷却海水ポンプ室，原子炉機器

冷却海水フィルタ室，原子炉機器冷却海水配管ダクト 

原子炉建屋 

原子炉建屋，原子炉機器冷却海水ポンプ室，原子炉機器

冷却海水フィルタ室，原子炉機器冷却海水配管ダクト 

補助建屋 

補助建屋 

MS-2 非常用電源設備 軽油タンク基礎 

原子炉冷却材を内蔵する機能 PS-2 原子炉冷却材浄化系 

 

原子炉建屋 

 

原子炉冷却材圧力ﾊﾞｳﾝﾀﾞﾘに直接接続されていない

ものであって，放射性物質を貯蔵する機能 

PS-2 使用済燃料プール 原子炉建屋 

燃料を安全に取り扱う機能 PS-2 燃料交換機 

原子炉建屋クレーン 

原子炉ウェル 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

 
添
付
資
料
２
－
２

 

浜岡原子力発電所３号機 コンクリート構造物及び鉄骨構造物の技術評価書 Ｐ２～４ 



対象構造物の選定                                

表 1-1(3/3) 対象構造物の選定 

安全重要度分類審査指針等に定める要求機能 クラス 主要設備 対象構造物 

燃料プール水の補給機能 MS-2 燃料プール冷却浄化系 

余熱除去系 

原子炉建屋 

原子炉建屋 

放射性物質放出の防止機能 MS-2 排気筒 

放射性気体廃棄物処理系の隔離弁 

排気筒 

タービン建屋 

事故時のプラント状態の把握機能 MS-2 事故時監視計器 原子炉建屋 

制御室外からの安全停止機能 MS-2 遠隔停止系 補助建屋 

原子炉冷却材の循環機能 高* 制御棒駆動水圧系 原子炉建屋  

放射性物質の貯蔵機能 高* 液体廃棄物処理系  

固体廃棄物処理系 

補助建屋  

廃棄物減容処理装置建屋（第１建屋），廃棄物減容処理

装置建屋（第２建屋） 

プラント運転補助機能 高* 計装用圧縮空気系 原子炉建屋 

原子炉冷却材の補給機能 高* 制御棒駆動水圧系 原子炉建屋 

*：最高使用温度が 95℃を超え，又は最高使用圧力が 1,900kPaを超える環境下にある原子炉格納容器外の重要度クラス３の機器

 
添
付
資
料
２
－
２

 

浜岡原子力発電所３号機 コンクリート構造物及び鉄骨構造物の技術評価書 Ｐ２～４ 



中部電力株式会社 

事象：伝熱管の腐食(エロージョン･コロージョン) 

浜岡３号炉－その他の経年劣化事象－1  

 

 

タイトル 

原子炉機器冷却水熱交換器及び高圧炉心スプレイ機器冷却水熱交換器における

銅合金の伝熱管での開放点検時の目視点検，渦流探傷検査，伝熱管内部清掃及

び漏えい確認の現状保全の状況（検査頻度，検査結果）について 

 

説明 

原子炉機器冷却水熱交換器及び高圧炉心スプレイ機器冷却水熱交換器は，施

設定期検査毎（1回／１サイクル）に開放し，伝熱管の目視点検，ブラシによる

清掃，渦流探傷検査を実施し，有意な指示が確認された場合は必要に応じて施

栓を行っている。 

また，現状の安定停止状態においては，その運転状況を考慮した追加的な点

検等（原子炉機器冷却水熱交換器は１回／２４月の頻度で開放点検を，高圧炉

心スプレイ機器冷却水熱交換器は巡視点検を実施）を実施している。 

施栓本数は許容本数を満足しており，施栓箇所も含めて伝熱管に漏えいのな

いことを確認している。 

 

 以上 







中部電力株式会社 

事象：耐震 

浜岡３号炉－耐震－２ 

 

タイトル 

 

建設後の耐震補強の実績について 

 

 

 

 

 

説明 

 

建設後の耐震補強の実績について以下に示す。（図２－１） 

 

イ）基準地震動 Ss等に対する耐震補強ケース 

① 耐震裕度向上工事 

2005年に，東海・東南海・南海地震の 3連動地震なども考慮し，岩盤上で

約 1000ガルの目標地震動を当社独自に設定し，建屋内の配管などへのサポー

ト改造工事や，排気筒の周囲を支持鉄塔で囲む工事等を 2008年までに実施し

た。 

耐震裕度向上工事の詳細内容を添付資料２－１に，耐震裕度向上工事にて

実施した改造例を添付資料２－２に示す。 

 

② 新規制基準を踏まえた追加対策 

2013年に，内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の検討状況や

新規制基準を踏まえて，「改造工事用地震動(1200ガル)」を設定した。これを

踏まえ，配管・電路類サポート等について工事を実施することとし，現在実

施しているところである。 

 

ロ）配管の減肉評価結果に基づく耐震補強ケース 

該当する工事実績はない。 

 

ハ）上記のイ），ロ）以外の耐震補強ケース 

想定東海地震検討を踏まえた取り組みとして，復水タンクのスロッシング

対策としてこれまでの水位高レベルよりも 1,100mm 下げた運用とすること

とした。運用レベルを下げても非常用水源が確保されるよう，非常用水源の

取出口をタンク中部からタンク低部に変更（既に設置してある常用水源の取

出口と共用化）し，2010年の保安規定変更認可後より運用している。 

 

添付資料２－１ 耐震裕度向上工事 

添付資料２－２ 耐震裕度向上工事にて実施した改造例 

以上 



 

 

図２－１ 耐震対応の状況 
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耐震性向上工事関連   

 

 

 

 

 

 

 

       

 

        

▼３号運転開始(S62.8) 

▼駿河湾の地震(H21.8) 

▼耐震裕度向上工事公表(H17.1) 

▼耐震設計審査指針改訂(H18.9) 

▼３号耐震裕度向上工事完了(H20.3) 

▼３号耐震安全性評価結果を報告(H19.2) 

▼３号新規制基準に係る 
原子炉設置変更許可申請(H27.6) 

▼新規制基準施行(H25.7) 

  

▼新規制基準を踏まえた 

追加対策の公表(H25.9) 

 

▼新潟県中越沖地震(H19.7) 

▼東北地方太平洋沖地震(H23.3) 

▼復水タンク水位変更 

保安規定認可（H22.2） 
  



添付資料２－１（１／２） 

 

耐震裕度向上工事 

 

目標地震動に対する耐震評価の結果，耐震裕度が小さい施設について，耐震裕度を向上させ

るための工事を実施した。 

工事項目，工事内容を表１に示す。 

 

表１ ３号機耐震裕度向上工事 工事項目・工事内容 

種 別 工事項目 工事内容 

配 管 配管サポート改造工事 
・配管サポートの改造や追加設置を行う。 

（２０８箇所※１） 

電路類 電路類サポート改造工事 

・電路類（ケーブルトレイ７６８箇所，電線管９

３０箇所）のサポートの改造を行う。 

（計１６９８箇所※２） 

機 器 

余熱除去系 

熱交換器サポート 

改造工事 

・余熱除去系熱交換器のサポートの追加設

置を行う。 

燃料取替機レールガイド 

改造工事 
・燃料取替機レールガイドの改造を行う。 

原子炉建屋天井クレーン 

支持部材改造工事 

・原子炉建屋天井クレーン支持部材の改造

を行う。 

建物・構築物 

屋外土木構造物 

配管ダクト周辺地盤 

改良工事 

・配管ダクト周辺の地盤を掘削して，コンクリ

ートに置き換える，または，地盤を削孔し，

セメント系材料を噴射して周囲の土砂と混

合させる地盤改良を行う。 

排気筒改造工事 
・既設の排気筒を囲むように支持鉄塔を追加

で設置する。 

土留壁背後地盤改良工事 
・取水槽周辺の土留壁背後の地盤を改良す

る。 

油タンク建替工事 

・軽油タンクの基礎の強度を高くし，スロッシ

ング（液面揺動）に対する耐震上の裕度を

向上させるため，高さをアップさせたタンク

に建替える。 

・軽油タンク間で相互に融通できるように連

絡管を設置する。 

※１：系統別の改造箇所数は表２を参照  

※２：エリア別の改造箇所数は表３を参照 

  



 

添付資料２－１（２／２） 

表２  ３号 配管サポート 系統別改造箇所数 

系統 箇所数 系統 箇所数 

主蒸気系 ２７箇所 
原子炉 

機器冷却系 
１０箇所 

原子炉 

再循環系 
２０箇所 

原子炉 

機器冷却海水系 
３３箇所 

復水給水系 ２箇所 
高圧炉心スプレイ機

器冷却系 
改造なし 

制御棒 

駆動水圧系 
４５箇所 

高圧炉心スプレイ機

器冷却海水系 
１８箇所 

ほう酸水 

注入系 
１箇所 非常用ガス処理系 改造なし 

余熱除去系 １２箇所 
可燃性ガス 

濃度制御系 
３箇所 

原子炉 

隔離冷却系 
１１箇所 

ディーゼル 

発電機系 
４箇所 

高圧炉心 

スプレイ系 
４箇所 

高圧炉心スプレイ 

ディーゼル発電機系 
２箇所 

低圧炉心 

スプレイ系 
１箇所 その他※ １５箇所 

 合計 ２０８箇所 

※：不活性ガス系，弁グランド部漏洩処理系，計装用圧縮空気系等 

 

表３  ３号 電路類サポート エリア別改造箇所数 

エリア 
ケーブルトレイ 

サポート 
電線管サポート 

原子炉建屋 

（原子炉格納容器内） 
１箇所 ２６２箇所 

原子炉建屋 

（原子炉格納容器外） 
３６０箇所 ３９８箇所 

補助建屋 ２５５箇所 ２０１箇所 

屋外 １５２箇所 ６９箇所 

合計 ７６８箇所 ９３０箇所 

  



 

添付資料２―２（１／３） 

 

耐震裕度向上工事にて実施した改造例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高圧炉心スプレイ機器冷却水系配管サポートの改造例 

（改造前） （改造後） 

原子炉機器冷却海水系配管サポートの改造例 

（改造前） （改造後） 

サポート部材の取替 

サポート部材の取替（鋼材の大型化） 

サポート部材の追加 



 

添付資料２－２（２／３） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

電線管サポートの改造例 

（改造後） 

原子炉建屋（原子炉格納容器外） 

（改造後） 

原子炉建屋（原子炉格納容器外） 

ケーブルトレイサポートの改造例 

（改造後） 

補助建屋 

（改造後） 

原子炉建屋（原子炉格納容器外） 

サポート部材 

の追加設置 

サポート部材 

の追加設置 



 

添付資料２－２（３／３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

余熱除去系熱交換器サポートの改造例 

（改造前） 

（改造後） 

サポート部材の追加設置 

熱交換器 

サポート部材の追加設置 

（改造後） 



中部電力株式会社 

事象：耐震 

浜岡３号炉－耐震－４ 

タイトル 耐震安全上考慮する必要のある経年劣化事象の抽出方法について 

説明 

 

耐震安全上考慮する必要のある経年劣化事象は図４－１のように抽出してい

る。ここで用いている○事象，△事象，▲事象の考え方は，技術評価における

分類と同様であり，その分類方法は、添付資料４－１のとおりである。 

 

 

図４－１ 耐震安全上考慮する必要のある経年劣化事象の抽出フロー 

 

 

添付資料４－１ 技術評価における経年劣化事象の分類方法 

 

以 上 

 

 

注） 

○事象：高経年化対策上着目すべき経

年劣化事象 

△事象：高経年化対策上着目すべき経

年劣化事象ではない事象① 

▲事象：高経年化対策上着目すべき経

年劣化事象ではない事象② 

想定されるすべての経年劣化事象 

耐

震

安

全

性

評

価

対

象

外

 

耐震安全性評価を実施 

YES 

YES（○） 

YES（◎） 

NO 

NO
（×） 

NO
（■） 

 ▲事象に該当するか 

これらの事象が顕在化した
場合，機器の振動応答特性
上，又は構造・強度上，影
響が「有意」であるか 

耐
震
安
全
性
評
価
対
象
と
な
る 

経
年
劣
化
事
象
の
抽
出 

耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る 

経
年
劣
化
事
象
の
抽
出 

○事象 

△事象 

 

 
「現在発生しているか，又は
将来にわたって起こることが
否定できない，あるいは発生
した場合，安全上影響する」

ものか 

 

 

 



添付資料４－１ 

 

技術評価における経年劣化事象の分類方法 

技術評価における経年劣化事象の分類は以下のフローにより行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２ 経年劣化分類フロー 

想定される経年劣化事象 

主要６事象※１に 

該当するか 

※２に該当するか 

○事象 

▲事象 

※３に該当するか △事象 

○事象 

※１ 原子力規制委員会の「実用発電用原子炉施設における高経年化対策実施ガイド」に示された「低サイクル疲労」，「中

性子照射脆化」，「照射誘起型応力腐食割れ」，「２相ステンレス鋼の熱時効」，「電気・計装品の絶縁低下」及び「コ

ンクリートの強度低下及び遮蔽能力低下」 

※２ 現在までの運転経験や使用条件から得られた材料試験データとの比較等により，今後も経年劣化の進展が考えられ

ない，又は進展傾向が極めて小さいと考えられる経年劣化事象 

※３ 想定した劣化傾向と実際の劣化傾向の乖離が考えがたい経年劣化事象であって，想定した劣化傾向等に基づき適切
な保全活動を行っているもの 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 



中部電力株式会社 

事象：耐震 

浜岡３号炉－耐震－９ 

 

タイトル 

 

冷温停止の維持状態での劣化の想定期間について 

 

 

 

 

 

説明 

 

冷温停止の維持状態における劣化の想定期間は，当面の冷温停止状態におい

て発生・進展しない事象については平成 26年度末時点，冷温停止状態において

発生・進展する事象については運転開始後 40年時点である。 

 

① 炭素鋼製機器（熱交換器），基礎ボルトの腐食 

運転開始後 40年時点までとする。 

 

② 炉内構造物，原子炉圧力容器，配管等の疲労評価 

疲労解析に用いる過渡回数については，平成 26年度末時点までの過渡回数と

する。 

 

③ 原子炉圧力容器の中性子照射脆化 

平成 26年度末時点までの中性子照射量とする。 

 

④ 炉内構造物の中性子照射による靭性低下 

平成 26年度末時点までの中性子照射量とする。 

 

⑤ 炉内構造物（上部格子板）の照射誘起型応力腐食割れ評価のき裂進展 

中性子照射量がき裂発生のしきい値を超えた時点から平成 26年度末時点まで

とする。 

 

以上 

 

 

 



 

 

劣化事象 評価対象 
劣化の 

想定期間 

 

 

 

 

 

 

腐食 
熱交換器 

基礎ボルト 
40 年時点まで 

    

 

 

 

 

疲労割れ 

炉内構造物 

原子炉圧力容器 

配管等 

現時点まで 

    

 

 

 

 

中性子照射脆化 原子炉圧力容器 現時点まで 

    

 

 

 

 

中性子照射による靭性低下 炉内構造物 現時点まで 

    

 

 

 

 

照射誘起型応力腐食割れ 
炉内構造物 

（上部格子板） 
現時点まで 

    

 

 

 

 

 

 

※点線囲部については冷温停止状態の維持により事象が進展しない期間 

 

図９－１ 冷温停止の維持状態での劣化の想定期間 

▼ ▽ 

運転開始後 

40 年時点 

平成 39 年 

8 月 27 日 

 

現時点 

平成 27 年 

3 月 31 日 

▼ 

最新の 

原子炉停止 

平成 22 年 

11 月 29 日 

▼ 

中性子照射量がしきい値を 

超過した時点からき裂進展開始 
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